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Global Learning Center Seminar

学生レポート課題を
正しく評価する
：ICE モデルによる授業改善

授業等で課すレポート、エッセイをどのように評価していますか？

定性的な評価は、学生の理解・学習の深化や成長を量る重要な

アセスメントの一つであり、授業等以外の様々な場面でも多用されつつあります。

しかし、私たちは本当に学生の作成するレポートやエッセイを

主観を交えず適切に評価できているのでしょうか。

カナダ・クイーンズ大学にて長年、アクティブラーニングやアセスメントの

研究・教育に取り組まれ、ICEモデルを開発されたSue Fostaty Young先生を

お迎えし、定性的な評価方法について実践例を交えながら学びたいと思います。

是非お気軽にご参加ください。
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日時 :  2014年 12月17日（水） 16:00～17：30
場所 :  東北大学川内北キャンパス 川北合同研究棟 1 階 101 ラウンジ
講師 :  Dr. Sue Fostaty Young
　　　Centre for Teaching and Learning,Queenʼs University, Canada
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